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11.  趣旨 

　　  国連生物多様性の10年日本委員会（UNDB-J）が推進している『5つのアクション（たべよ
う・ふれよう・つたえよう・まもろう・えらぼう）』に貢献する団体・個人の取組みを全国
から募集。優れた活動を表彰、積極的な広報を行うことにより、生物多様性の主流化を目指
します。活動規模の大小を問わず、あらゆるセクターに「生物多様性の自分ごと化」を促し、
「国連生物多様性の10年」の広報・教育・ 普及啓発(CEPA)活動の一つとして、また
COP10で採択された「愛知目標」達成の一助として実施します。 

2.  応募期間 

2014年5月22日（木）～ 9月1日（月） 

3.  主催    国連生物多様性の10年日本委員会(UNDB-J) 

4.  共催　一般財団法人セブン-イレブン記念財団 

5.  協賛　前田建設工業株式会社、セキスイハイム、森ビル株式会社 

6.  特別協力　公益社団法人国土緑化推進機構、経団連自然保護協議会 

7.  協力　富士フイルム株式会社 

8.  後援　朝日新聞社、毎日新聞社、環境goo 

9.  事務局　一般社団法人CEPAジャパン 

10. 審査のポイント 
｠ 
・だれもが参加しやすい、取り組みやすい(参加性) 
・愛知ターゲット達成に貢献している(目的性) 
・ユニークな活動(独創性) 
・活動による影響力が大きい(波及性) 
・長く続けられる(継続性、将来性) 
・世界への影響力がある(国際性) 
・応援したり、伝えたくなる(話題性、共感性) 
・地域への貢献が高い(地域性) 
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111.  賞および賞品について 

大賞（下記優秀賞から1組） 
　表彰状 
　副賞 ・賞金30万円 
　　　 ・コンパクトデジタルカメラ1台（富士フイルム提供） 
　　　 ・授賞式への招待とプレゼンテーション 
　　　 ・エコプロダクツ2014への招待とプレゼンテーション 
｠  
優秀賞（各部門1組） 
　たべよう部門／ふれよう部門／つたえよう部門／まもろう部門／えらぼう部門 
　表彰状 
　副賞 ・賞金5万円 
　　　 ・コンパクトデジタルカメラ1台（富士フイルム提供） 
　　　 ・授賞式への招待とプレゼンテーション 
｠ 
復興支援賞（1組） 
　東日本大震災被災地での復興支援活動を表彰します。 
　表彰状 
　副賞 ・賞金20万円 
　　　 ・授賞式への招待とプレゼンテーション 
｠ 
グリーンウェイブ賞（1組） 
　木を植えたり、森林や樹木の手入れをしたりするような、 
　自然と触れ合いつながりを学びあう活動を表彰します。  
　表彰状 
　副賞 ・賞金５万円  
　　　 ・季刊誌「ぐりーん・もあ」への活動内容掲載  
　　 　・授賞式への招待とプレゼンテーション 

セブン-イレブン記念財団賞（1組） 
　地域社会との協働や活性化につながる活動を表彰します。  
　表彰状 
　副賞 ・一般財団法人セブン-イレブン記念財団発行の季刊誌「みどりの風」掲載 
　　　 ・授賞式への招待とプレゼンテーション 

審査委員賞（6組） 
　表彰状 
　副賞 ・授賞式への招待 

入賞 
　いきものぐらしHPにて活動情報の掲載 
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112.審査委員（敬称略）  

吉田正人（筑波大学 教授）　委員長 
足立直樹（株式会社レスポンスアビリティ） 
小野弘人（セブン-イレブン記念財団） 
梶谷辰哉（国土緑化推進機構） 
川廷昌弘（CEPAジャパン） 
坂田昌子（UNDB市民ネット） 
道家哲平（日本自然保護協会） 
星野智子（環境パートナーシップ会議） 
堀上 勝（環境省） 

12.  応募部門 

たべよう部門／ふれよう部門／つたえよう部門／まもろう部門／えらぼう部門 

13.  応募資格 

日本国内に活動拠点がある団体・個人 
（注）政治活動や宗教の布教を目的として活動する団体や、公序良俗に反する活動は除く。 

14. 選考スケジュール 

募集・・・・・2014年5月22日（木）～ 9月1日（月） 
一次審査・・・2014年 9月9日（火） 
二次審査・・・2014年10月1日（水） 
授賞式・・・・2014年11月30日（日） 
エコプロダクツ2014でプレゼンテーション・・・2014年12月13日（土） 
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◎いきものぐらしホームページ（http://5actions.jp/） 
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事前広報活動 

◎生物多様性アクション大賞2014  
　特設サイトトップページ（http://5actions.jp/award/） 
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事前広報活動 

◎facebook公式ページ（https://www.facebook.com/5actions.award） 



＜ 表面 ＞ 
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事前広報活動 

＜ 裏面 ＞ 

◎リーフレット 

◎リーフレット配布部数 

約6500部 ・・・審査委員＋環境goo（500部） 
・・・GEOC、EPO（400部） 
・・・協賛、協力（2500部） 
・・・受賞者、関係者（100部） 
・・・NPO、その他（1000部） 
・・・環境省（2000部） 
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事前広報活動 

【【WEBメディア】 

ソトコトFacebookページ 
https://www.facebook.com/sotokoto 
greenz 
http://greenz.jp/2014/08/28/bio-diversity-2014/ 
沖縄県 
http://www.pref.okinawa.lg.jp/site/kankyo/shizenryokuka/hogo/bd_osirase.html 
J-Net21 
http://j-net21.smrj.go.jp/headline/support/185559.shtml 
神奈川県 
http://eco.pref.kanagawa.jp/info/detail.php?id=2490&category=news 
EPO九州 
http://epo-kyushu.jp/about-news/grant-recruitment/290-2014.html 
EICネット 
http://www.eic.or.jp/news/?act=view&serial=32377 

◎メディア掲載実績-1 
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事前広報活動 

◎メディア掲載実績-2 

＜ 日刊建設工業新聞＞ 
掲載日：2014/08/21 

【【新聞】 

＜ 朝日新聞＞ 
掲載日：2014/06/04 

＜ 建設新聞新聞＞ 
掲載日：2014/08/18 

＜ 日刊建設工業新聞＞ 
掲載日：2014/08/18 

＜ 東京新聞＞ 
掲載日：2014/08/16 

＜ 宮崎日日新聞＞ 
掲載日：2014/08/29 

＜ 宇部日報＞ 
掲載日：2014/08/27 
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応募状況 

◎一次審査通過団体一覧(59件) 

◎応募総数・・・１２4 件 

一次審査通過…59件 
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受賞団体 

【優秀賞】 
たべよう部門：「日和キッチン」日和キッチン（個人）　宮城県石巻市 

奥能登にはアエノコトという農家が田の神様に収穫の感謝と豊穣を願う農耕
儀礼（ユネスコ無形文化遺産）があります。まるやま組ではこの儀礼と毎月
の田んぼの生物調査をつないで少し趣向を変えたアエノコトを行っています。
調査で見つかった生き物の名前を記した「依り代」を手に田んぼで神様を呼
び寄せ家に招き入れ、食の安全と豊作に感謝します。 

コンセプトは、よそ者目線で “新たな石巻の食文化” を開拓すること。 
石巻の食とレシピを研究・発掘・開発し、それらを観光資源化するための
拠点として、街に埋もれていた築100年の古民家をリノベーションしおウチ
ごはんとジビエ料理の「日和キッチン」というレストランを運営しています。 

毎年１年生を対象に、島内で問題となっている特定外来生物のオオヒキガエ
ルを教材として、生物実験を含む環境教育プログラムを実施。生物多様性保
全への理解と関心を高めています。 

渋川小学校の全校児童の「生きもの学習」をサポートする組織（地域住民や
団体の代表、行政、研究機関、子ども代表、教職員など、約80名が参加）。
子どもたちが「渋川生きもの絵図」、「渋川いきものがたり紙芝居」を制作
する活動を支援しています。 

農薬の空中散布をしない、畦の除草剤を使わない「生きもの元気米」。 
田んぼ一枚ごとに生きもの調査をして、その田んぼにいる生きものをパッ
ケージに表示します。どこのどんな田んぼで誰が作ったかがわかるお米です。 

【大賞】 
「アエノコト」まるやま組（市民団体）　石川県輪島市 
※まもろう部門でも「優秀賞」を受賞 

つたえよう部門：「「渋川いきものがたり」～ふるさとのすばらしさを伝えよう～」 
渋川いきものがたり作成支援委員会（市民団体）　滋賀県草津市 

ふれよう部門： 「知ろう伝えよう外来生物のこと」 
石垣市立伊原間中学校（市民団体）　沖縄県石垣市 

えらぼう部門： 「生きもの元気米」 
NPO法人河北潟湖沼研究所（市民団体）石川県河北郡 
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受賞団体 

【復興支援賞】 
「岩手県被災地での『神の森』ドロノキ植樹プロジェクト」 
　　　　　　　　　　  臼澤鹿子踊保存会（市民団体） 岩手県大槌町 

400年の歴史を持つ臼澤鹿子踊は、東日本大震災の被災地・岩手県大槌
町の伝統芸能です。このプロジェクトでは、鹿子頭に用いるカンナガラの
材料であるドロノキを植樹し、伝統芸能と地域の自然を守っていきます。 

全国の幼稚園・保育園の子どもたちが東北の“どんぐり”を苗木に育て、東
北に送り返し、「東日本大震災」被災地の緑の復興に寄与しようという
活動です。子どもたちが“どんぐり”の絆で結ばれ『共生』の心を育みます。 

千葉県鴨川市の棚田地帯「大山千枚田」を拠点に、棚田保全活動に参加
する都市住民と地元農家が協働して地域の里山の生きもの調査を続けて
います。その結果を基にした普及啓発のための媒体作りや自然観察会も
実施しています。 

【セブン-イレブン記念財団賞】 
「みんなで頑張る。棚田の生物多様性の普及啓発活動」 
　　　　　　　　　　特定非営利活動法人大山千枚田保存会（市民団体）　千葉県鴨川市 

【グリーンウェイブ賞】 
「JP子どもの森づくり運動『東北復興グリーンウェイブ』」 
　　　　　　　　　　 NPO法人子どもの森づくり推進ネットワーク（市民団体）　東京都 
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受賞団体 

「グローバル64拠点で取り組む生物多様性保全活動と主流化への貢」 
　　　　　　　　　　  東芝グループ（企業）　東京都 

三陸復興国立公園の種差海岸にある絶滅危惧種サクラソウ自生地の長期存続
を目的に詳しい環境調査を行い、絶滅の危険性の高いクローン集団であるこ
とを解明。専門家と連携して人工授粉による多様性維持に挑んでいます。 

子ども達や無関心層に判りやすい環境教育を行うため環境絵本「海と空の約
束」を出版。兵庫県立大学のサークルなどと共に国内外で多様なセクターと
協働して紙芝居や絵本を使った環境教育活動を行っています。 

2013年から毎年5月に千葉県柏市内約70カ所の市民団体や個人などが整備
をしている緑地を一斉公開し、各々の緑地で自然の恵みを体感してもらう
様々なイベントを実施するカシニワ・フェスタを開催しています。 

子ども達や地域の方々と中海に「触れる」・中海の恵みを「味わう」こと
で、私達が守るべき生きもののサイクルや自然と人との関わりを伝えてい
く活動です。地域住民に愛され、守られる中海を取り戻すために行います。 

「親しみやすく、分かりやすい、生物多様性マンガ等の情報発信」 
　　　　　　　　　　  地球環境関西フォーラム（市民団体）　　大阪府大阪市 

【審査委員賞】 
「国立公園におけるサクラソウ自生地の保全活動」 
　　　　　　　　　　  青森県立名久井農業高等学校 草花班（市民団体）　青森県南部町 

「紙芝居、絵本を活用した判りやすい環境教育」 
　　　　　　　　　　  海と空の約束プロジェクト（市民団体) 　兵庫県明石市 

「カシニワ・フェスタ」カシニワ・フェスタ実行委員会（市民団体）　千葉県柏市 

「美味しい！楽しい！ためになる！　We♥中海」 
　　　　　　　　　　  認定NPO法人自然再生センター（市民団体）　島根県松江市 

環境や生物多様性に余り関心がない人も受け入れ易いように、「環境」「生
物多様性」等の言葉を前面に出さず、生活の中の身近な関心事と結びつけて
分かり易く伝えるマンガを作成し生物多様性の普及促進に活用しました。 

グローバル64拠点で生物多様性保全活動を展開。2015年までに全拠点でビ
オトープを整備することを目指しています。生物多様性の主流化への貢献も
視野に入れて、世界各地で従業員家族や地域住民と連携しています。 
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受賞団体 

【入　賞】 
※五十音順（活動名-団体名-活動拠点）で掲載 

• 英田上山棚田再生プロジェクト / NPO法人　英田上山棚田団 （岡山県美作市） 
• スティル～進化した絶滅種～ / アウリンコ （東京都中野区） 
• Let‘sみんなで里山あそび♪＠旧橘町 / あきさわ園～Let’sみんなで里山あそび♪ （神奈川県小田原市） 
• アニマルパスウェイの普及「広げよう野生動物の歩道橋」/ アニマルパスウェイ研究会 （山梨県北杜市） 
• 生物や文化の多様性を体感するワークショップ「宇宙箱舟ワークショップ」/ 宇宙箱舟製作委員会 （京都府京都市） 
• 「島のおすそわけ」～自然の恵みからの商品づくり / 浦戸諸島のおかあさん （宮城県塩釜市） 
• エコマジシャン　ミヤモ / エコマジシャン　ミヤモ （東京都練馬区） 
• 王子の森・自然学校 / 王子ホールディングス株式会社 （東京都） 
• 守れ！国蝶オオムラサキ！地域に育む保全の輪 / 大阪府立枚岡樟風高校　農と自然系列 （大阪府東大阪市） 
• 奥羽自然観察会 / カタクリの会 （岩手県西和賀町） 
• 心の畑も耕せる農家でありたいための地道な歩み / 季の野の台所 （愛知県知多郡） 
• 京都駅ビル環境共生推進プロジェクト / 京都駅ビル開発株式会社 （京都府京都市） 
• 琵琶湖オオバナミズキンバイ除去大作戦 / NPO法人 国際ボランティア学生協会 （東京都世田谷区） 
• 市民で育てる１００年の森 / 特定非営利活動法人こんぶくろ池自然の森 （千葉県柏市） 
• ズーオリエンテーリング / 埼玉県こども動物自然公園 （埼玉県東松山市） 
• 体験農園ベジフレ / 一般社団法人サステナビリティ・エンパワーメント （千葉県柏市） 
• 人口雪スキー場のゲレンデを利用した草地環境の生物多様性回復 / 一般社団法人 山岳環境研究所 （長野県北安曇郡） 
• JTB地球いきいきプロジェクトー渡良瀬遊水地“ラムサール条約湿地登録1周年記念” 生井桜づつみの清掃と 
 「ふゆみずたんぼ」稲刈り体験ー生産者と消費者が一緒に取る地産地消の食事 
  / 株式会社ジェイティービー （栃木県小山市） 
• 自然体感塾ワンダースクール / 自然体感塾ワンダースクール （東京都練馬区） 
• 自然体験教育 / 青少年みどり遊楽舎 （神奈川県横浜市） 
• お台場の海について / 聖心女子学院初等科 MA・A （東京都世田谷区） 
• コウノトリ米を食べて豊岡の田んぼを守る！/ 世界一田めになる学校　豊岡クラス （兵庫県豊岡市） 
• 「５本の樹」…お客様と一緒に累積1000万本 / 積水ハウス株式会社 （大阪府大阪市） 
• ソニーの森（在来種）の樹木による苗木を育てる  / ソニーイーエムシーエス株式会社幸田サイト （愛知県額田郡） 
• カワバタモロコの飼育・保護拡大 / 株式会社東芝　セミコンダクター＆ストレージ社姫路半導体工場 （兵庫県揖保郡） 
• コミュニティ農園「まごころの郷」での自然と共存した被災地復興支援  
  / NPO法人 遠野まごころネット （岩手県遠野市） 
• 生物多様性保全にむけた耕作放棄のうちの活用 / NPO法人むさしの里山研究会 （埼玉県大里郡） 
• みんなで守ろういのちの棚田 / NPO法人　棚田ＬＯＶＥＲ’s （兵庫県神崎郡） 
• 日本の森と里山を守り、人と生物を育む紙「里山物語」/ 中越パルプ工業株式会社 （東京都） 
• フォーラムの活動 / 東京湾再生官民連携フォーラム （東京都港区） 
• 流域圏市民との交流で山間地域の資源を生かした循環と伝承文化の継承 
  / 認定NPO法人 ときがわ山里文化研究所 （埼玉県比企郡） 
• 図書館で「生物多様性の本箱」が読めるよ TRC普及啓発プロジェクト  
  / 株式会社図書館流通センター （東京都文京区） 
• 冒険の森づくり / 富山森のこども園 （富山県富山市） 
• 豊かな風土を未来の子供たちに伝えるための植樹活動 / NPO法人どんぐり1000年の森をつくる会 （宮崎県都城市） 
• サケの秘密探険隊 / 特定非営利活動法人NATURAS （北海道八雲町） 
• 表浜BLUE WALK / 虹のとびらBLUEWALKグループ （愛知県豊橋市） 
• JAL Happy Eco Project / 日本航空株式会社 （東京都） 
• みんなで作る魚図鑑 / 株式会社パディ・アジア・パシフィック・ジャパン （東京都渋谷区） 
• ハチ育～みつばちと自然と私達を繋げる～ / 一般社団法人ハニーファーム （愛知県名古屋市） 
• 飯能市エコツーリズム「ヤマムスメが行く」 
 / 飯能市エコツーリズム活動市民の会「ヤマムスメが行く」実行委員会 （埼玉県飯能市） 
• 生物多様性保全 / 特定非営利活動法人 ボルネオ保全トラスト・ジャパン （東京都品川区） 
• 土地に根ざした学びの場・まるやま組 / まるやま組 （石川県輪島市） 
• ふるさとの森づくり / YKK株式会 （富山県黒部市） 



2014年11月30日（日）に生物多様性アクション大賞2014授賞式を開催しました。表彰
に加え受賞団体によるショートプレゼンテーションやワークショップなどの企画を用意し、
生物多様性を推進する仲間同士の交流を楽しんでいただきました。 

11.  開催日時＆プログラム 

2014年11月30日（日） 
13：00　受付 
13：30　表彰・プレゼンテーション 
14：50　大賞発表 
15：30　ワークショップ 
16：30　終了 

2.  会場　在日本韓国YMCAアジア青少年センターYMCA Hotel 
  　　　　（東京都千代田区猿楽町2-2-5） 

3.  登壇者（登壇順・敬称略） 

堀上 勝（環境省　生物多様性施策推進室長） 
坂田昌子（UNDB市民ネット） 
太田慶太（森ビル株式会社環境推進室室長） 
東　良一（環境goo プロデューサー） 
勝又正治（前田建設工業株式会社執行役員　ＣＳＲ・環境担当） 
能勢泰祐（積水化学工業株式会社CSR部環境経営グループ） 
岩間芳仁（経団連自然保護協議会） 
前田直登（国土緑化推進機構　副理事長） 
伊藤順朗（セブン-イレブン記念財団） 
星野智子（日本自然保護協会） 
吉田正人（筑波大学 教授／審査委員長） 
川廷昌弘（CEPAジャパン　代表） 
---------------------------------------------------- 
ワークショップ…森良（CEPAジャパン理事） 

4. 司会進行（敬称略） 

櫻田彩子（オーケープロダクション） 
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生物多様性アクション大賞2014 授賞式 

◎ 概要 
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｠まもろう部門優秀賞 
『まるやま組』 

｠つたえよう部門優秀賞 
『渋川生きものがたり作成支援委員会』  

｠えらぼう部門優秀賞 
『ＮＰＯ法人河北潟湖沼研究所』  

生物多様性アクション大賞2014 授賞式 

◎ 表彰状授与 

｠ふれよう部門優秀賞 
『石垣市立伊原間中学校』 

｠たべよう部門優秀賞 
『日和キッチン』  
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｠セブン-イレブン記念財団賞 
『特定非営利活動法人大山千枚田保存会』  

｠グリーンウェイブ賞 
『NPO法人 子どもの森づくり推進ネットワーク』  

｠復興支援賞 
『臼澤鹿子踊保存会』   

審査委員賞（写真右から） 『青森県立名久井農業高等学校　草花班』（青森県南部町）／『海と空の約束プロ
ジェクト』（兵庫県明石市）／『カシニワ・フェスタ実行委員会』（千葉県柏市）／『認定NPO法人自然再生
センター』（島根県松江市）／『地球環境関西フォーラム』（大阪府大阪市）／『東芝グループ』（東京都） 

生物多様性アクション大賞2014 授賞式 

◎ 表彰状授与 
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生物多様性アクション大賞2014 授賞式 

◎ 結果発表 

大賞：まるやま組「アエノコト」 
審査員長からのコメント 
「今回大賞に選ばれた『まるやま組』の活動は日本の文化をとても大事にすると同時に、食べるということを
通じて、その背後にある生物多様性や自然への感謝の気持ちを伝えるという、私たち日本人が今まさに忘れか
けている非常に大切なことを守り伝えている活動というところが評価されました。おめでとうございます」  

◎ 集合写真 


